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し尿は汲み取られ、金肥として農家に還元することで、循環型都市を形成

「店中(たなじゅう)の尻で大家は餅をつき」
→金肥は大家の収入になり、餅をふるまった

無化学肥料・有機質による農業

※グリーンレポートNo.584 小林 新

食生活や肥料価値を表す下肥の表現

栄

養

湯澤先生

肥料渡帳 大根と交換愛知県鈴鎌工場(大正)

「ウンコはどこから来て、どこへ行くのか」湯沢規子・ちくま書房





水をきれいにすると「宝」が？!

下水汚泥
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化学肥料原料の輸入相手国・輸入量

農水省資料



注：財務省貿易統計における各月の輸入量と輸入額をもとに、農林水産省において作成。
   月当たりの輸入量が5,000t台以下の月は前月の価格を表記。
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肥料原料の輸入通関価格の動向 農水省資料
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下水処理と発生汚泥の肥料化
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脱水汚泥の重金属は調査対象処理場の全てで基準値以下



肥料製造（100℃近くの超高温発酵）

さらさらとした土っぽい質感

さらに、30日間熟成させ
ニオイがほとんどなくなる

45

日
間 

発
酵
を
繰
り
返
す
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下水汚泥 から 肥料を生産
多くは酸素が好きな微生物による発酵 高温で有害菌も種子も死滅

下水汚泥には、エネルギーの元となる有機物、
栄養の源 窒素(ちっそ)、リン酸 が豊富



神戸市資料



神戸市資料
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肥料利用率 団体数 割合

0% 1,052 61.1%

0超～10%未満 74 4.3%

10～50%未満 115 6.7%

50～90%未満 101 5.9%

90～100%未満 37 2.1%

100% 344 20.0%

0か100
現在は二極化構造(市町村別の下水汚泥の肥料率用率)
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広がる下水汚泥の肥料化





従来の汚泥肥料と同様に、

✓ 製品中の重金属が基準値を超えていない、植物への
害が認められない等の公定規格に適合したもののみ
を登録し、流通を認める

✓ 流通後も立入検査によって、公定規格への適合性等
を確認

加えて、

✓ 原料の管理、年４回以上の肥料の分析、教育訓練等
を位置づけた品質管理計画に基づき製造する必要

菌体りん酸肥料に係る制限事項 菌体りん酸肥料で登録することによるメ
リット

✓ 施肥設計がしやすい、肥料成分を保証可能な肥料
を生産することができる。

✓ 登録肥料の原料や指定混合肥料の原料として使用
することができ、不足する成分を他の肥料で補う
など、多様なニーズに応じた肥料の生産が可能と
なる。

✓ 年４回以上の成分分析が義務付けられるため、
品質管理がさらに徹底されている肥料として認識
してもらえる。

◼ 安定的に農業生産を続けていくため、下水汚泥資源などの国内資源の利用拡大を図ることが重要。

◼ 従来の汚泥肥料は、一般的に肥料成分のバラツキが大きいことから、肥料成分の保証ができず、他の
肥料との混合も認められていない。

◼ このため、更なる下水汚泥資源の活用拡大に向け、品質管理が徹底され肥料成分である「りん酸」を
保証可能な新たな公定規格「菌体りん酸肥料」を創設。肥料成分を保証できることで、 他の肥料の
原料としても使用することもできる。

◼ なお、菌体りん酸肥料については、従来の汚泥肥料と同様に、製品に含まれる重金属が基準値を超え
ていない、植物への害が認められない等の公定規格に適合したもののみ登録を行い、流通を認める。

新たな公定規格「菌体りん酸肥料」
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農水省資料



新潟県、京都府、名古屋市など 登録が進む
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参考 京都府 肥料成分と重金属の調査



どの地域でも起こる論点

利用側
●どんな肥料か不明なので使用するとは言
い切れない。

供給側
●利用者ニーズがわからないから事業スタートできな
い。

小さく試行



         動機は様々、一歩踏み出した理由
〇好奇心や地域循環・良い土作り

〇有機経験者や有機に興味ある

〇連作障害等で苦労している

〇化学肥料価格に悲鳴、低価格なら試したい

〇知り合いの作物見たら良かった

少しの方の試験栽培からゆっくり大きく育てるプロセス



佐賀市の分析



①比較優位性



②試行性 と ③観察性
〇まず農地の１区
画で試行

〇うま味・甘み成
分の

数値化

〇試作作物を
見て味見

甘み
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農業勉強会での専門知識の伝達講義
④両立性の確保



施肥量の目安や効果の広報
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事例③ 静岡県土壌肥料ハンドブック

資料：静岡県土壌肥料ハンドブック（第16版令和7年3月改訂）
Ⅴ 有機物による土づくり



市販の肥料や農薬に頼らなくなり、経費が8割減に!



コシヒカリ栽培の事例～秋田県・佐々木 正義 氏
(米・食味分析鑑定コンクール  ～  ベストファーマー認定)
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千葉県・農業法人 理想郷
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北海道岩見沢市 峯氏
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〇未使用者の懸念点は安全性(千葉県Y町農家)
〇初めに重金属を懸念していた農家も、情報の公開に
よって不安が解消。(佐賀市調査)
〇信頼できる人に勧められれば初めから不安なし

千葉県Y町 佐賀市の使用者



安全性に関する会話・視察など
～リスクコミュニケーション

〇普通肥料(試験に基づく登録必要)・菌体リン酸肥
料という公定規格
〇公的管理による肥料であることの説明
〇下水処理場の視察で科学的な仕組みを説明する



M氏 （株式会社A 社長）
– 国内有数の汚泥肥料製造販売会社。

– 原料汚泥の発生処理場や肥料の分析値の推移などの情報を
公開し、透明性を高めている。

N氏 （N商店）
– 汚泥肥料導入前から、定期的に勉強会を開催し、説明者として
学識者を招聘。

– 農家と信頼関係が構築されており、安全性についての心配は
ほとんど無かった。

T氏（R社）
– A社が成分等の情報を公開し、説明してくれることへの信頼から
同社の肥料を利用。

– 学識者からの説明が利用開始のきっかけに。

肥料会社インタビュー結果
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どうして下水汚泥の肥料を使用しているのか？
龍神(日水コン) 加藤 下水道協会誌2025.8月号



下水汚泥の農業利用意向がない者は、どうしたら使用するか？
龍神(日水コン) 加藤 下水道協会誌2025.8月号



フランスでは、コンポストの製造・管理方法、
管理データの保管等を行政規則で規定

下水汚泥の約 83%（2023年、Eurostat推定）２）が農業利用



フランスの取り組み



・有機物(オーガニック)は土に戻す

・メリット(施肥効果)とデメリット(重金属など)を
公正に、長期的に調査

→それぞれの地域の土壌に最適なコンポストを
提案

フランスの下水汚泥の農業利用

コンポスト生産者と農家がサンプルで試行

→納得したら三年間の契約



• SOERE-PRO : network of long term field experiments to measure the 

impacts of repeated applications of organic fertilizers issued from 

organic wastes (OW)

• All sites with arable crops (except African sites)

Network of long term field experiments

African sites managed by:
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・価格
・肥料の受取りやすさ
・散布手間と施肥方法
・試験栽培の実績・農作物
・安全性・透明性・公定規格

慣行農法から、切り替える際の議論

全ての条件を満たすのは困難ですが・・・・少し始めてみるか？



住民・消費者

下水道

農家

八百屋さん

レストラン

低コスト
栄養価・美味しい
連作障害・病害無し

低化学肥料作物
地元産
栄養価・美味

循環資源
循環経済

汚泥処分費減
使用料低減
市民との交流

循環を支える持続的「仕組み」づくり
〇それぞれの経済的メリット 近江商人の三方良し
〇次のプレイヤーが受け取りやすいバトンのつなぎ方
※成分表示やペレット化


